
2023年度 学校法人 三幸学園 千葉リゾート＆スポーツ専門学校 

 自己評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 渡邉 慎也 

 

1. 学校の教育目標 

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変える」

のもと、スポーツ分野の学校として「スポーツを通じて日本を明るく元気にする」というビジョンを掲げている。また

「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、自ら行動すること

で、社会に貢献する人材」、スポーツ分野として「スポーツを通じて健康と楽しさを提供できる人材」を育成する人

物像とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。 

   

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

❶前年度重点施策振り返り 

学校運営では生徒の安全、安心を最優先に考え、学園のミッション・ビジョンの実現とスポーツ分野のビジョンや教

育理念、そして人材育成像の実現に向けた取り組みを実施。 

・生徒満足度（授業、行事、実習、就職）の向上、愛校心（帰属意識）を持った生徒の育成。 

・学習習熟度強化（わかりやすい、興味を持たせる授業の工夫）⇒資格取得率の向上。 

・「挨拶」「掃除」「主体性」が当たり前にできるようにマインドの醸成から行動変容できるよう指導。 

【取り組み】 

・分かりやすい授業の実施（資格取得率の向上）。 

・講師、関係各所とのコミュニケーション・連携強化。 

・インプットした知識、技術をアウトプットする環境を整える。 

【振り返り】 

・アクティブラーニングやポケ模型（アプリ）などを活用して、わかりやすく興味のある授業を展開できたが、資格 

 取得率との連動ができていなかった。 

 ⇒資格の必要性や資格取得後の活用などのメリットをしっかり理解させる必要がある。 

・全体会議で伝えた方針が継続的に実施できていなかった。 

・SDC（三幸学園の全国スポーツ校イベント）やボランティア活動としてアウトプットする機会は設けることができた。 

⇒上記に加えインターンシップ実習の受入先を増やし、スポーツ（健康）業界での実際の現場での体験を増やす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

❶課題 

・オンデマンドでの保護者説明会の内容をより充実させる（スポーツ業界の動向やニーズ、求められる人材など）。 

・インターンシップでの対人コミュニケーションなどが課題としてあげられる為、業界の即戦力となるように生徒指導

やインターンシップ実習を通して、強化していく。 

 

❷今後の改善方策 

・入学前のオンデマンド保護者説明会による保護者への情報共有に加え、定期的な保護者への連絡・文書の 

発信などを行い、本校教育への理解を高めていく。 

・1 年次前期より現場を見学する機会を増やし、現場での動き方や必要な能力等を体験しながら学べる機会提供

を増やす。 

 

❸特記事項 

・学校目標、生徒指導においての心得を視覚化し、全教職員への浸透を図っている。 

・入学後、生徒面談を実施し、気になる生徒の保護者への情報共有を実施し、信頼関係を構築している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） ４ 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか ３ 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか ３ 



（２）学校運営 

❶課題 

・様々なシステムを利用しての業務の効率化。 

・同時双方向型授業の効果的な活用。 

 

❷今後の改善方策 

・導入した情報システムツール(Microsoft teams等)の活用頻度を上げる。 

・活用しているシステムが、どのように活かせるのかを定期的に職員会議等の場で検証していく。 

 

❸特記事項 

・年３回の全教職員会議を実施し、運営方針の浸透・情報共有を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか ４ 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか ４ 

人事、給与に関する制度は整備されているか ４ 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４ 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか ４ 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか ３ 



（３）教育活動 

❶課題 

・教育に関する統一のマニュアルは存在しているが各担任による指導の個人差が見られ、若手教職員の育成は

課題である（指導の意図を理解しているか）。 

 

❷今後の改善方策 

・統一した教育の質を担保できるよう、職員会議や研修で認識を統一する。 

・教職員の業界理解醸成のため、現場見学の機会を設定していく。 

・オンラインやオンデマンドコンテンツを活用し、授業の進め方に関する研修を実施。授業力の向上を図る。 

 

❸特記事項 

・能動的学習を進めていく中で、アクティブラーニングを取り入れた授業を強化している。 

・昨年度より、授業習熟度向上を目的とした ICT授業ツール（ポケ模型というスマホのアプリ）を導入。 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
４ 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
４ 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
４ 

授業評価の実施･評価体制はあるか ４ 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ４ 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ４ 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか ３ 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
４ 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
３ 

職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ 



（４）学修成果 

 

❶課題 

・卒業後を見据えたキャリア教育の醸成、企業様が求めている人材を輩出できる教育活動が必要。 

・就職試験に臨む生徒においては、書類添削や面接練習等、添削および面接練習への参加を促す。 

・退学率低減に向け、早期のタイミングで面談を実施、遅刻・欠席者への細めな連絡を実施したが、一人一人にあ

った個別対応が足りないという点が課題である。 

 

❷今後の改善方策 

・就職活動の流れはもちろんのこと、業界で働くイメージを十分湧かせる必要があるため現場体験などを実施。 

・教職員の業界研究、企業研究を行い、生徒への情報提供を実施。 

・企業様との関係性を深め、学校教育にご理解をいただき関係性を築き、卒業生情報はもちろん早期離職となら

ぬよう連携を強化していく。 

・卒業生支援（リカレント教育）の場を提供し、教職員の学びの場としても設定していく。 

・退学低減に向けては、担任を中心に生徒の変化にいち早く対応できるよう面談を実施。また、保護者との連携も 

併せて実施する。 

 

❸特記事項 

・資格取得率向上に向けては、関連する教科担当が連携をとり、多くの教員からアプローチしている。また、集中講

義を定期的に実施するなどの取組みを行っている。 

・全国姉妹校との情報共有と合格率向上のために全国模試の実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか ４ 

資格（免許）取得率の向上が図られているか ３ 

退学率の低減が図られているか ３ 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ３ 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ３ 



（５）学生支援 

❶課題 

・卒業生への就労状況の定期的なヒアリングを実施し、キャリア支援や中途退学者への支援体制も検討していく必 

要がある。 

・保護者の方への情報共有と協力体制の構築、情報共有ツールとしての Sanko Gateの周知・浸透と定期的な配

信が課題である。 

 

❷今後の改善方策 

・在校生向けにＯＢ、ＯＧ講話の開催を検討。 

・担任との定期的な面談の実施（精神的に抱えている生徒が多い傾向なので心のサポートも必要）。 

・卒業生向けに講習会・勉強会の開催を検討する。 

・タイムリーな保護者への連絡を実施。 

 

❸特記事項 

・カウンセラーの設置、学生の希望により定期的に話をすることができる環境がある。 

・学生の経済的側面に対する支援体制として、奨学金や各種教育ローンを設けている。 

・高校との連携では、職業紹介のガイダンス等で協力させていただいている。 

・退学者に対するアンケートを実施し、今後の学校運営に役立てている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ 

課外活動に対する支援体制は整備されているか ３ 

学生の生活環境への支援は行われているか ４ 

保護者と適切に連携しているか ４ 

卒業生への支援体制はあるか ４ 

中途退学者への支援体制はあるか ３ 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか ３ 



（６）教育環境 

❶課題 

・災害を想定した避難訓練の実施。ならびに、安全管理の観点や災害の意識強化が課題である。 

・地震が多い地域のため、備蓄品や避難グッズなどの準備が必要。 

・必要に応じて老朽化、不具合のある施設、設備、備品に関しては、早急に修理する必要がある。 

・生徒の職業イメージ醸成に向けた学外実習（現場体験等）、企業連携が課題である。 

 

❷今後の改善方策 

・生徒、教職員に対する避難訓練を実施し、安全面への意識を高めていく。 

・避難経路の確保については常日頃から点検を行い、ホームルームにて生徒へ避難訓練の意義や必要性を 

伝達する。 

・各施設、設備の定期点検を実施する。 

・業界講話や現場体験について、産学連携を強化していく。  

 

❸特記事項 

・防災マニュアルの定期的確認と周知。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ３ 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか ４ 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか ３ 



（７）学生の受入れ募集 

❶課題 

・学生募集活動は適切に行っているが、卒業後の就職先について具体的なイメージを伝えていく必要がある。 

・18歳人口の減少に伴い、スポーツ業界・健康産業について興味をもってもらうような仕掛けが必要。 

・千葉県在住、在学の高校生の積極的な募集活動が必要。 

 

❷今後の改善方策 

・首都圏地区の学生募集をサポートする首都圏広報室と情報を随時共有し、本校の強み、他校との差別化を明

確に打ち出す。 

・スポーツ、健康産業に関わる仕事を知ってもらい、業界の魅力を感じてもらう工夫を実施。 

 

❸特記事項 

・学納金は、教育研究費、人件費、施設管理費などを算出基盤としている。 

・学納金の決定に際しては、他校の学費水準も把握した上で決定している。 

・高校進路指導室への訪問を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか ４ 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ３ 

入学選考は、適正に行われているか ４ 

学納金は妥当なものとなっているか ４ 



（８）財務 

❶課題 

【中長期計画】 

・なし 

 

【予算・収支計画】 

  ・なし 

 

【会計監査】 

・なし 

 

【財務情報の公開】 

・なし 

 

❷今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第３次中期計画（2023年度～2027年度）の初年度であり、ホームページ上に公開している。 

今後は当該計画の達成状況等についても公開予定である。 

 

【財務情報の公開】 

・なし 

 

❸特記事項                                                                              

・特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 



（９）法令等の遵守 

❶課題 

・個人情報の取り扱いやコンプライアンスの遵守について継続して徹底していく必要がある。 

・広報等でのＳＮＳの発信内容には十分留意する必要がある。 

 

❷今後の改善方策 

・現時点で問題になるようなことは起きていないが、継続して啓蒙活動を行う必要がある。 

 

❸特記事項 

・特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ３ 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ４ 

自己評価結果を公開しているか ４ 



（１０）社会貢献・地域貢献 

❶課題 

・地域や一般の方に向けた公開講座が少ない。 

・地域のこと、地域の課題を理解できていない。 

 

❷今後の改善方策 

・生徒の教育効果にもつながり地域の方々にとっても有益な講座や教育訓練を企画していく。 

・学校にある施設を利用した健康運動教室や体力測定など地域のニーズに合わせた取り組みが必要。 

 

❸特記事項 

・特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ３ 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか ３ 



（１１）国際交流（必要に応じて） 

❶課題 

・現在、留学生の在籍者はいないが、受入れの際の手続き、授業運営、学校運営シミュレーションが必要。 

 

❷今後の改善方策 

・留学生が入学した際の、受入チェック体制（手続き方法、書類等の抜け漏れがないように）を準備しておく。 

・不明な点をＳＡＮＫＯ留学生サポートセンターに事前に確認しておく。 

 

❸特記事項 

・特になし 

 

 

 

４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

・課外活動やインターンシップを積極的に実施することで、通常授業だけでは得られない学びができていると

感じる。課外活動のみならず就職活動にも言えることだが、参加する姿勢には改善の余地がある。学生それ

ぞれにモチベーションの差があることは理解している為、学校と企業間で連携をしながら適切な時期に適切

な方法で説明会やインターンの実施が出来れば双方にメリットのある活動ができると感じる（葛巻委員：スポ

ーツトレーナー科、スポーツインストラクター科について） 

・学校と企業が意見交換をする場を増やし、企業と学校が連携をしていくことが出来れば、育成した人材を 

良い条件で雇用を行うことが出来る好循環が生まれると思う(白井委員：スポーツトレーナー科、スポーツイ

ンストラクター科について) 

・将来の目標・イメージがついた状態で専門学校へ入学することが出来ればその後の学校生活や 

就職活動が有意義なものになるのではないかと感じる。その為には専門学校姉妹校との連携の機会を 

増やし、スポーツ業界の魅力を発信する機会を多く作れたら良いと考える。(佐藤委員：スポーツトレーナー

科、スポーツインストラクター科について) 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

留学生の受入れ・派遣について戦略を持って国際交流を行っているか ３ 

受入れ・派遣、在席管理等において適切な手続き等がとられているか ３ 

学習成果が国内外で評価される取組を行っているか ３ 

学内で適切な体制が整備されているか ３ 


